
避
難
所
運
営
は

ス
フ
ィ
ア
基
準
で

新
年
早
々
の
能
登
半
島
地
震
は

和
歌
山
市
で
も
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
方
が
体
育
館
で

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
避

難
所
運
営
は
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」

と
い
う
国
際
基
準
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ト
イ
レ
は
20
人
に

１
つ
、
男
女
比
は
１
：
３
。
温
か

い
食
事
の
提
供
、
１
人
当
た
り
の

広
さ
は
３
・
３
㎡
な
ど
。
本
市
で

も
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
参
考
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
質
問

し
ま
し
た
。

質

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
ど
う

考
え
る
か

答

内
閣
府
の
「
避
難
所
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
参
考
に
す
べ

き
国
際
基
準
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

市
で
も
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
た
。

質

備
蓄
量
の
目
標
達
成
は
ど
う

か
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
配

送
困
難
と
な
る
が
ど
う
か
。

答

備
蓄
目
標
は
８
８
０
０
０
人

を
基
に
算
定
。
道
路
寸
断
の
場
合

は
、
協
定
締
結
事
業
者
等
と
連
携

し
て
い
く
。

質

良
好
な
避
難
所
生
活
を
送
る

た
め
の
質
の
高
い
環
境
づ
く
り
を

掲
げ
た
避
難
所
運
営
が
必
要
。
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答

良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
は

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
上
で
重
要
。

発
災
直
後
か
ら
ト
イ
レ
が
利
用
で

き
る
よ
う
簡
易
ト
イ
レ
等
の
備
蓄

や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
に

努
め
て
い
る
。
温
か
い
食
事
の
提

供
は
地
域
の
事
業
者
と
連
携
。

衛
生
的
な
環
境
を
保
つ
た
め
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
エ
ア
マ
ッ
ト
を

備
蓄
し
、
健
康
被
害
の
防
止
に
努

め
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
見

据
え
た
事
前
の
備
え
を
徹
底
し
、

命
を
守
り
安
全
と
安
心
を
感
じ
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

質

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

計
画
の
進
捗
と
福
祉
避
難
所
の
受

入
れ
可
能
人
数
は
ど
う
か
。

拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

津
波
浸
水
区
域
、
土
砂
災
害

の
区
域
、
河
川
の
氾
濫
区
域
の
対

象
者
数
は
３
０
９
９
人
。
個
別
避

難
計
画
は
19
件
。
福
祉
避
難
所
の

受
入
可
能
人
数
は
１
９
０
６
人
。

今
後
も
多
様
な
施
設
と
協
定
締
結

に
向
け
取
り
組
む
。

女
性
の
視
点
生
か
し
た

避
難
所
運
営
の
た
め
に

質

防
災
会
議
へ
の
女
性
の
登
用

国
目
標
の
30
％
達
成
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

市
長

防
災
会
議
の
会
長
と
し
て

防
災
会
議
関
係
機
関
へ
女
性
登
用

を
働
き
か
け
て
い
く
。

保
険
料
な
ど

引
き
上
げ
ズ
ラ
リ

国
民
健
康
保
険
料

限
度
額
１
０
４
万
円
か
ら
１
０
６

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
加
入
者
の
多
く
が
低
所
得
な
上
、

高
齢
化
で
医
療
が
増
え
て
い
る
と

い
う
「
構
造
問
題
」
を
か
か
え
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
い
公
費
負
担

増
を
国
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
す
。

介
護
保
険
料

第
９
期
の
介
護
保
険
制
度
で
保

険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、
11
段
階
を
15
段
階
に
変
更

所
得
基
準
額
の
第
５
段
階
が

年
額
７
万
９
２
０
０
円→

８
万
１

６
０
０
円
に
。

最
高
11
段
階
は
２
段
階
に
分
け
ら

れ８
０
０
万
円
以
上
の
方
は
16
万
６

３
２
０
円→

20
万
４
０
０
０
円
。

１
０
０
０
万
円
以
上
の
方
は
16
万

６
３
２
０
円→

21
万
２
１
６
０
円
。

◆
介
護
保
険
制
度
は
利
用
者
や
利

用
料
が
増
え
る
と
保
険
料
を
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
背
景
に
は
国
庫
負
担

が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
た

問
題
が
あ
り
ま
す
。
全
国
市
長
会

の
「
重
点
提
言
」
に
も
あ
る
よ
う

に
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
を
市
と

し
て
さ
ら
に
強
く
要
求
す
る
べ
き

で
す
。

裏
面
に
続
く
・
・
・
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

均
等
割
等
割
が
４
１
１
１
円
、

所
得
割
が
１
・
17
％
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
限
度
額
も
66
万
円
か
ら

一
気
に
80
万
円
と
大
幅
な
引
き
上

げ
で
す
。

◆
低
所
得
の
方
へ
の
経
過
措
置
は

た
っ
た
１
年
だ
け
で
す
。
年
金
の

目
減
り
や
物
価
高
騰
の
中
高
齢
者

の
生
活
を
さ
ら
に
苦
し
め
る
保
険

料
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

斎
場
の
利
用
料

２
割
増
の
利
用
料
引
き
上
げ
で

す
。

◆
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
時
に
ま

で
負
担
を
増
や
す
事
に
は
賛
成
出

来
ま
せ
ん
。

体
育
館
等
の
利
用
料

つ
つ
じ
ヶ
丘
総
合
公
園
、
松
下

体
育
館
、
河
南
総
合
体
育
館
、
市

民
温
水
プ
ー
ル
の
料
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

◆
管
理
費
の
増
加
を
理
由
に
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
こ
そ
物
価
高
の

打
撃
を
受
け
暮
ら
し
が
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
来
市
民
生
活

を
支
え
る
べ
き
行
政
が
こ
の
よ
う

な
軒
並
み
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

和
歌
山
バ
ス

２
０
２
４
年
度

継
続
へ

今
年
９
月
の
廃
止
計
画
を
発
表

し
た
和
歌
山
バ
ス
３
路
線
に
対
し

て
、
市
が
来
年
３
月
ま
で
の
維
持

費
補
助
金
７
６
９
万
５
千
円
を
増

額
し
ま
し
た
。
廃
止
に
対
し
て
は
、

関
係
連
合
自
治
会
な
ど
か
ら
継
続

を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害
者

団
体
か
ら
も
切
実
な
要
望
書
を
市

と
和
歌
山
バ
ス
に
届
け
て
い
ま
し

た
。
半
年
の
延
期
と
は
い
え
市
民

の
声
が
行
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

川
永
地
区

地
域
バ
ス
に
つ
い
て

紀
伊
、
川
永
の
地
域
バ
ス
が
、

12
月
～
２
月
末
で
実
証
運
行
が
終

了
し
ま
し
た
。
乗
降
客
数
は
各
月

と
も
採
算
の
と
れ
る
１
日
の
基
準

人
数
１
・
５
人
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
今
後
は
本
格
運
行
に
向
け
た

地
域
バ
ス
運
営
協
議
会
や
地
域
公

共
交
通
会
議

の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
怒
り
を
政
治
を
変
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
よ
う

３
月
13
日
（
水
）
、
重
税
反
対

全
国
統
一
・
和
歌
山
市
集
会
（
実

行
委
員
会
主
催
）
が
和
歌
山
城
砂

の
丸
広
場
で
開
催
さ
れ
、
日
本
共

産
党
和
歌
山
市
議
会
議
員
団
か
ら

南
畑
さ
ち
代
議
員
が
参
加
し
、
来

賓
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
昨
年
10
月

か
ら
始
ま
り
、
国
民
は
１
円
単
位

で
帳
簿
を
つ
け
る
実
務
負
担
が
あ

る
の
に
、
自
民
党
派
閥
は
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
で
ウ
ラ
金
を

つ
く
っ
て
も
お
と
が
め
な
し
。
秘

書
な
ど
に
罪
を
か
ぶ
せ
る
卑
怯
な

態
度
を
取
り
続
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
和
歌
山
で
は
強
い
怒
り
が
湧

き
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２

月
定
例
市
議
会
で
は
物
価
高
に
苦

し
む
市
民
に
い
っ
そ
う
負
担
を
押

し
つ
け
る
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

る
と
報
告
。
「
こ
の
怒
り
を
政
治

を
変
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
を
殺
す
な
！

即
時
停
戦
を
！

パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
行
動

３
月
25
日
（
月
）
、
一
人
の
市

民
の
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
自
由
を
」

の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
私
（
南

畑
）
と
森
下
さ
ち
子
議
員
が
、
ミ

ニ
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
JR
和
歌

山
駅
前
に
参
加
し
ま
し
た
。

ナ
ベ
や
フ
ラ
イ
パ
ン
、
お
も
ち
ゃ

の
ラ
ッ
パ
な
ど
の
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
自

由
を
」
「
虐
殺
や
め
ろ
」
「
解
放

す
る
ま
で
」
と
コ
ー
ル
し
続
け
ま

し
た
。
即
時
停
戦
、
恒
久
平
和
の

た
め
、
日
本
か
ら
で
き
る
こ
と
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

（写
真
：
左
か
ら
森
下
市
議
、
民
青
県
委
員
長

平
見
さ
ん
、
南
畑
市
議
）

次回：４月５日(金)午後６時～

会場：河西診療所です。

相談希望者は南畑さち代まで

日時：毎週木曜日、午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑さち代生活相談所

℡．073-453-3418、453-7758（自宅）

和歌山市善明寺411-4

相談実施中は看板を出しています。

お問い合わせは、南畑さち代まで

℡．073-435-1113

（日本共産党市議団室直通）

2024年1・2月の法律・生活相談件数

障がい者問題：3件、介護：3件、教育：1件、

生活保護：1件、医療：1件、交通：1件、

年金：1件、法律：1件、その他：3件
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